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二ツ屋地区に古くから伝わ

る郷土料理「けの汁」が、今

年も一家の繁栄を願い先祖へ

の感謝の心を込め、各家々で

作られました。

１月15日、東二ツ屋の秋山

千惠子さん宅を訪ね、その準

備の様子から出来上がりまで

を拝見してきました。

大根やニンジン、わらび、

いんげん豆、油揚げ、コンニャ

クなど、野菜を主とした13種

類もの材料が用意され、すべ

て食べやすい大きさに細かく

切って下準備をします。それ

をまるでプールのような大き

な入れ物に広げ、まんべんな

く混ぜていき、鍋に移して味

付けしますが、その数は１0鍋

にもなりました。果たして何

人分になるのか、ただただ驚

くばかりでした。このため1日

で調理は終わらず、２日掛か

りになるそうです。

こうして時間と手間を掛け

て作り上げられた「けの汁」

は、ご近所や親せきの皆さん

にも配られるということでし

た。「けの汁」の起源は江戸

時代後期に、地区に移り住ん

だ盛岡藩の領民が始めたとさ

れ、古くからそれぞれの家庭

の味が受け継がれてきました。

今年もいい年になりますよ

うにと、1月16日には、家々の

にぎやかな食卓の中心に据え

られたことでしょう。

12月16日からコロナによる

臨時休館が続き、静かだっ

た年末の公民館でしたが、玄

関に華やかなしめ飾りを掛け、

いい年がスタートしました。

二ツ屋老人クラブの皆さん

が手作りしたもので、心の込

もった熟練の技が光るしめ飾

りです。二ツ屋老人クラブの

みなさん、今年もありがとう

ございます。

さっそく来館した人にも見

てもらえるよう、そして多く

の人に笑顔が舞い込むよう、

公民館と平筒沼自然学習館に

飾りました。
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「カユの汁」とも呼ばれ、

昔あったききんを忘れない

よう、正月16日だけ米飯を

やめて、カユと汁を食べ、

昔の苦労をしのぶ習慣が、

今日まで伝わってきたこと

によるとされています。

きれいに切られた、たくさんの野菜

具材をプールのような容器に入れ、
まんべんなく混ぜます

水の代わりにインゲン豆の煮汁
を使うのがポイントと秋山さん
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１６日(火) １３時３０分 サケ放流事業(小学５年生) 水辺の公園

２５日(木) １０時００分 いけばな教室 平筒沼学習館
２月実施予定
公 民 館 行 事

その日、冬だというのに風

もなく陽光が惜しみなく降り

注いでいました。平筒沼は静

かなはずなのに水鳥の音とは

違うにぎやかな声。近づいて

みると大きな木の下、カラフ

ルな子どもたちがすっぽりと

抱かれ歓喜の声を上げていた

のです。初めて見る光景に森

の妖精たちとさえ思えたので

す。声を掛けようとしたら目

ざとく見つけてくれた女の子

から「こんにちは」と先を越

され、お話をしてみたかった

のに、すぐ木の下に入り皆と

駆け回ってしまいました。

その中に腰をかがめた大人

が二人、保育園の子どもたち

と分かりました。大きな木は

小さなドングリを宿し、子ど

もたちの手に触れる。ドング

リと常緑の優しい葉が喜びを

与えていたのでしょうか。や

がて「ドンドン」と浮き橋を

渡る音がし、いつもの静かな

沼に戻ったのです。美しいも

のを見ました。今度行ったと

き、私もその木の下にもぐっ

てみよう。あのときの子ども

たちのキラキラとした声、聞

こえてくるかもしれません。

豊里公⺠館では、町⺠のみなさんからの「楽しい・面白い
話題」などの投稿を募集しています。
「ペットがかわいい！」「巨大雪だるまを作った！」「テス

トで100点取った！」「漬物づくりがうまい！」「陶芸作品を
見て！」など、公⺠館だよりに紹介したくなる話題を、ぜひお
寄せください。投稿様式など詳しくは、右のコードからホーム
ページにアクセスしてください。

（匿名希望）

平筒沼は豊里町と米山町に

またがる、周囲４キロほどの

美しい沼です。投稿者さんは、

竹花側の東屋付近でこの光景

を見たそうで、クリスマス間

近ということもあって、木の

下で遊ぶ子どもたちがまるで

おとぎ話の妖精のように思え

たそうです。

春夏秋冬さまざまな顔を見

せてくれる自然豊かな場所で

すが、子どもたちの笑顔が加

わるとこの風景に温かみが増

しますね。そしてお話の中に

出てくる「大きな木」は、恐

らく「カシ」でしょうか。ド

ングリの木には数種類あるよ

うですが、この木を調べてみ

たところ、真冬でも葉をつけ

ていたので常緑広葉樹、つま

りカシの木かと思われます。

ドングリは残念ながらほとん

ど落ちていたのですが、「帽

子」の部分だけちょっこりと

枝に付いていたので、それは

それで可愛らしいものですね。

平筒沼というと桜を思い浮

かべますが、ほかの植物にも

目を向けると、新たな発見が

あるかもしれませんね。

平筒沼にキラキラ笑顔の妖精現る

採用された方には
プレゼントも！！
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検索または
コードを読み
取って公⺠館ホームページへ

子どもたちが遊んでいた木です。
枝葉が下まであり、なるほどちょっ
と潜ってみたくなりますね

町民のみなさんから募集している「あなたの素敵なお

話きかせてください」。うれしい第１号の投稿がありまし

たのでご紹介します。とてもほんわかするエピソードです。


